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審 査 の 結 果 の 要 旨

氏 名  古 崩 煮

許応傑は、「光学活性含窒素化合物の触媒的不斉合成法の開発と生物活性化合物

合成への応用」というタイ トルで、以下の 2つのテーマに取 り組んだ。
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した抗インフルエンザ剤 A¨315675(Scheme l)の コア構造の合成には適用できないと
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触媒 を新規に設計 した。 この触媒によ り、高 い収率 (最 高 99%)、 立体 選択性

(α″′J治ッ4■4/1,990/。 ce)で反応が進行した(Table l)。 また、本反応を利用してラセミ体

イミンから Kinetic resolution反応によつて A¨315675の既知合成中間体に導 くことに

成功した。

(2)マロン酸エステルによるアジリジンの触媒的不斉開環反応の開発

マロン酸エステルを求核剤とした 闘ωθ―アジリジンに対する触媒的不斉開環反応の

検討を行った。Schiff塩 基 ば)-8が本反応に有効であることが分かり、BrOnsted塩 基

性の最 も高い希土類である La(OjPr)3と Lewis酸 性の高 い希土類の一つである

Yb(OTo3の 組 み 合 わせ に よ り、高 い反 応 性 と選択 性 が 実 現 され た 。 新規
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さらに、マロン酸エステルを求核剤としたラセミ体アジリジンに対する触媒的不

斉開環反応が非常に珍しい Regiodivergentな 様式で進行することを見いだした。すな
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した。また開発した反応を鍵として、抗インフルエンザ薬リー ド A‐3156775の触媒

的不斉合成を確立した。

これらの業績は、不斉触媒反応の開発と医薬品等の生物活性化合物の触媒的不斉

合成に有意に貢献するものであり、博士 (薬学)の授与に相当するものと判断した。


